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SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI 災害時の救援活動 立教１８３年

災
救
通
信
令和２年

１２月１日

第２０号

発 行

天理教

災害救援

ひのきしん隊

北海道教区隊

逐次発行

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
明
け
暮
れ
そ
う
で
あ
る
。

本
部
祭
典
を
は
じ
め
各
教
会
の
月
次
祭
は
様
々
な
感
染
予
防

対
策
が
な
さ
れ
、
何
と
か
真
実
の
祈
り
を
受
け
取
っ
て
い
た

だ
き
御
守
護
を
頂
戴
し
た
い
と
、
皆
必
死
で
つ
と
め
て
き
た

一
年
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
お
道
の
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
全

世
界
の
人
々
が
、
こ
の
一
年
を
懸
命
に
暮
ら
し
て
き
た
。

全
教
の
様
々
な
活
動
、
婦
人
会
、
青
年
会
総
会
、
こ
ど
も

お
ぢ
ば
が
え
り
、
学
生
生
徒
修
養
会
等
々
す
べ
て
が
中
止
と

な
っ
た
。
災
救
隊
も
平
時
訓
練
、
本
部
白
川
整
備
ひ
の
き
し

ん
等
が
実
施
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
で

も
自
然
災
害
な
ど
の
発
生
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

現
に
今
年
も
多
く
の
災
害
が
発
生
し
た
。
特
に
『
令
和
２

年
７
月
豪
雨
』
は
災
害
現
場
も
広
く
、
熊
本
県
を
中
心
に
し

た
九
州
の
各
地
、
岐
阜
や
長
野
更
に
静
岡
、
山
形
に
も
被
害

を
も
た
ら
し
、
死
者
は

名
に
及
ん
だ
。
各
地
で
は
自
衛
隊

82

を
は
じ
め
救
助
救
援
活
動
が
展
開
さ
れ
、
早
速
、
教
区
災
救

隊
も
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
活
動
（
教

区
隊
長
会
議
報
告
掲
載
）
を
行
っ
た
。

恒
例
開
催
の
全
道
支
部
隊
長
会
議
も
、
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
リ
モ
ー
ト
で
初
め
て
行
い
、
正
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
救
援
活

動
や
予
防
活
動
に
つ
い
て
の
確
認
を
し
た
。

宣

誓

我
々
は
天
理
教
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん

隊
員
で
あ
り
ま
す
。
一
列
兄
弟
の
自
覚
に

立
ち
、
真
実
を
も
っ
て
救
援
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。

令
和
２
年

月
２
日

時
か
ら
リ
モ
ー
ト
会
議
を
開

11

15

催
。
代
理
を
含
む

名
が
参
加
し
た
。
（
以
下
、
会
議

26

の
議
事
録
と
し
て
掲
載
）

隊
長
あ
い
さ
つ

先
の
本
部
秋
の
大
祭
に
車
で
上
和
し
た
。
中
和
大
教

会
の
駐
車
場
を
お
借
り
し
た
際
、
初
め
て
お
会
い
し
た

役
員
先
生
に
「
札
幌
か
ら
来
ら
れ
た
ん
で
す
か
。
そ
れ

な
ら
珍
し
い
物
を
見
せ
て
あ
げ
る
。
」
と
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
見
て
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
自
宅
へ
招
か
れ
、

教
祖
に
ま
つ
わ
る
物
に
触
れ
さ
せ
て
も
ら
い
大
感
激
を

し
た
。
そ
の
感
激
の
ま
ま
お
ぢ
ば
へ
向
か
い
、

月
か
ら
自
身
の
筋
肉
の
身
上
御
守
護
を
願
っ

11て
修
養
科
を
志
願
し
た
、
今
井
教
区
副
隊
長
に

面
会
し
、
直
ぐ
さ
ま
お
さ
づ
け
を
取
り
次
が
せ

て
い
た
だ
い
た
。
共
に
感
激
し
、
お
ぢ
ば
の
理
、

教
祖
存
命
の
理
を
強
く
強
く
感
じ
合
っ
た
。
支

部
隊
長
、
教
区
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
も
互
い
に
信

仰
を
高
め
合
い
、
災
害
の
少
な
い
世
に
向
か
う

よ
う
、
地
域
ひ
の
き
し
ん
活
動
の
率
先
実
施
に

一
層
励
み
合
い
た
い
。

教
区
ス
タ
ッ
フ
新
役
職
な
ら
び

新
支
部
隊
長
紹
介

教
区
ス
タ
ッ
フ
の
新
体
制
と
し
て
次
の
役
職
が

発
表
さ
れ
た
。

教
区
隊
長
補
（
２
名
）

今
井
浩
一

佐
藤
修
一

教
区
副
隊
長
（
２
名
）

菅
野
智
司

寺
澤
信
彦

災
救
隊
（
北
海
道
教
区
隊
）
初
の

リ
モ
ー
ト
会
議
開
催

リモート会議イメージ。
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支
部
新
隊
長
（
２
名
）

旭
川
支
部
隊

雨
龍

北
旭

松
下
裕
紀
隊
長

日
高
支
部
隊

洲
本

膽
勇

吉
田
正
徳
隊
長

SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI 信仰信念の強化 立教１８３年

教
区
副
隊
長
補

主
任
（
３
名
）

今
里
秀
道

高
坂
正
道

野
崎
敏
治

災
救
隊
結
成

周
年
記
念
大
会
に
つ
い
て

50

予
定
立
教

年
（
令
和
３
年
）
６
月

日

184

27

※

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
未
定

８
時
半
神
殿
に
て
お
つ
と
め

時
記
念
式
典

10

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
隊
服
（
天
理
大
学
杣
之
内
第
一
体
育
館
）

（
立
教

年
２
月
教
区
隊
長
会
議
に
て
正
式
発
表
）

184

実
動
を
見
据
え
た
隊
の
充
実
を
大
会
ま
で
の
活
動
方

針
と
し
、
訓
練
の
実
施
と
充
実
、

隊
員
の
自
覚
と
増
員
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
連
携
強
化
を
具
体
的
実
践
項
目
と
し
て

い
る
。

田中勇文本部長。

災
害
に
備
え
て
の
お
願
い
と

主
な
本
部
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て

北
海
道
教
区
隊
で
は
今
年
の
状
況
を
鑑
み
、
有
事
に

備
え
各
支
部
隊
に
も
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
を
ス
ト
ッ
ク

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
更
に
使
い
捨
て
の

薄
手
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
等
も
準
備
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

全
国
の
災
害
出
動
の
様
子
は
本
部
よ
り
の
連
絡
を
受
け

て
、
随
時
庶
務
よ
り
ラ
イ
ン
や
メ
ー
ル
等
で
連
絡
し
て

い
る
。

主
な
本
部
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て
（
注
意
事
項
）

・
発
災
時
の
現
地
調
査
は
現
地
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

車
両
で
行
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
緊
急
事
態
宣
言
中
は
出
動
を
見
合
わ
せ
る
。

・
救
援
活
動
に
よ
り
感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
、
隊
と
し
て
広
域
に
活
動
出
来
な
い
。

・
活
動
に
よ
り
事
実
と
は
異
な
る
風
評
被
害
を
う
け
る

可
能
性
が
あ
る
。

・
感
染
が
確
認
さ
れ
た
ら
各
所
へ
連
絡
し
、
保
健
所
、

行
政
、
医
療
機
関
の
指
示
に
従
う
。

・
出
動
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
。

・
旅
行
傷
害
保
険
加
入
も
考
慮
い
た
だ
き
た
い
。

本
部
の
主
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て
、
教
区
・
支
部

で
の
訓
練
も
同
様
の
配
慮
が
必
要
。
作
業
や
活
動
は
勿

論
の
こ
と
、
特
に
食
事
、
宿
泊
が
伴
う
場
合
は
特
段
の

配
慮
が
必
要
。

本
部
教
区
隊
長
会
議

月

日
秋
季
大
祭
の
前
日
、
南
右
二
棟
多

10

25

目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
教
区
隊
長
会
議
が
行
わ
れ

た
。
始
め
に
田
中
本
部
長
よ
り
、
「
い
よ
い
よ
来

年
隊
結
成

周
年
を
迎
え
る
が
、
コ
ロ
ナ
等
の

50

状
況
を
見
極
め
、
来
年
２
月
の
隊
長
会
議
に
詳

細
を
発
表
し
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
配
布
し
た
い
。

こ
の
機
会
に
災
救
隊
の
役
割
を
見
つ
め
直
し
、

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
先
ず
は

地
域
ひ
の
き
し
ん
活
動
の
核
と
な
り
、
先
頭
に

立
っ
て
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。
災
害
時
の

実
動
は
も
と
よ
り
、
成
人
の
機
会
、
場
と
し
て
、

周
年
を
つ
と
め
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

50続
い
て
、
今
年
の
災
害
出
動
、
活
動
に
つ
い
て
岸

本
副
本
部
長
よ
り
次
の
よ
う
に
報
告
が
あ
っ
た
。

●
令
和
２
年
７
月
豪
雨

７
月

日
～

日

15

29

本
部
隊
は
じ
め
九
州
の
全
教
区
隊
１
次
～
５
次

宿
営
地

熊
本
県
相
良
村
柳
瀬
構
造
改
善
セ
ン
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SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI 地域ひのきしん活動の率先推進 立教１８３年

●
令
和
３
年

月
11白

川
整
備
ひ
の
き
し
ん
に
つ
い
て

教
区
隊
長
会
議
の
終
わ
り
に
、
来
年

月

日
、

11

26

27

日
に
実
施
さ
れ
る
、
白
川
整
備
ひ
の
き
し
ん
の
当
番
教

区
と
し
て
北
海
道
教
区
も
庶
務
よ
り
発
表
さ
れ
、
会
議

を
終
了
し
た
。

本
部
白
川
整
備

ひ
の
き
し
ん
当
番
支
部

・
函
館
・
八
雲
・
小
樽

・
日
高
・
富
良
野
・
紋
別

右
の
６
支
部
が
当
番
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

支
部
か
ら
１
名
参
加
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
状
況
に

よ
り
変
更
中
止
あ
り
得
ま
す
）

室
蘭
支
部

災
害
対
策
委
員
会
報
告

有
珠
山
を
有
す
る
室
蘭
支
部
（
岡
崎
秀
人
支
部
長
）

で
は
、
平
成

年
噴
火
後
も
行
政
や
関
係
機
関
と
の
連

12

携
を
密
に
し
た
い
と
、
８
月
３
日
支
部
災
害
対
策
委
員

会
を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
日
は
教
区
災
救
隊
か

ら
も
協
議
会
に
出
席
を
し
、
教
区
、
支
部
の
連
携
や
確

認
事
項
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。
ま
た
、
午

後
か
ら
は
一
同
、
洞
爺
湖
町
に
出
向
き
、
真
野
敏
春
町

長
を
訪
ね
、
有
事
の
際
や
そ
れ
に
備
え
た
活
動
な
ど
、

協
力
体
制
を
確
認
し
合
っ
た
。
そ
の
後
も
支
部
で
は
経

新潟吉澤隊長。

ま
た
、
新
潟
教
区
隊
吉
澤
清
人
隊
長
か
ら
は
、
平
成

、
18

年
の
新
潟
豪
雨
、
地
震
を
受
け
改
め
て
の
組
織
再
編
が

19な
さ
れ
た
。
若
手
ス
タ
ッ
フ
は
経
験
不
足
で
あ
っ
た
が
、

現
場
で
は
旧
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
に
あ
た
り
、
体
制
作
り
が

一
層
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
整
会
議

に
宗
教
団
体
と
し
て
初
め
て
天
理
教
、
真
如
苑
が
加
盟
し

た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
県
の
予
算
を
こ
う
し
た
加
盟

団
体
に
分
配
さ
れ
る
事
と
な
り
、
無
線
機
や
災
害
物
品
の

購
入
、
研
修
会
開
催
費
に
活
用
出
来
て
い
る
。
有
難
い
こ

と
に
毎
年
県
か
ら

万
円×

３
年
間
助
成
さ
れ
、
４
年
目

50

は
無
い
。
ま
た
次
の
年
か
ら
助
成
と
な
る
。
教
区
予
算
が

大
変
少
な
い
中
、
大
い
に
助
か
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
は
、

県
や
市
町
村
の
他
団
体
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う

な
結
果
を
得
て
い
る
。
と
発
表
が
あ
っ
た
。

栃木矢野隊長。

タ
ー

出
動
人
員
延
べ

名
947

●
熊
本
教
区
隊
独
自

７
月
７
日
～

日

延
べ

名

13

79

８
月
７
日
～

日

延
べ

名

14

77

９
月

日
～

日

延
べ

名

11

14

38

●
岐
阜
教
区
隊
独
自

７
月

日
～

日

延
べ

名

15

20

133

●
大
分
教
区
隊
独
自

７
月

日
～

日

延
べ

名

15

16

51

●
山
口
教
区
隊
独
自

７
月

日

名

18

15

●
島
根
教
区
隊
独
自

７
月

日

７
名

19

●
愛
媛
教
区
隊
独
自

７
月

日
～

日

延
べ

名

28

30

98

●
山
形
教
区
隊
独
自

８
月
７
日

８
名

更
に
続
い
て
『
隊
の
充
実
を
目
指
し
て
』
栃

木
教
区
隊
、
新
潟
教
区
隊
よ
り
発
表
が
あ
っ
た
。

栃
木
教
区
隊
矢
野
雅
春
隊
長
は
、
昨
年

月
10

日
の
大
雨
災
害
を
う
け
、
ど
の
よ
う
に
救
援

12活
動
を
行
っ
た
ら
よ
い
か
相
談
を
重
ね
た
。
本

部
隊
に
出
動
要
請
を
し
教
区
で
受
け
入
れ
体
制

が
取
れ
る
か
な
ど
不
安
も
あ
っ
た
が
、
全
支
部
、

教
区
婦
人
会
の
大
き
な
協
力
を
得
て
、
４
次
に

わ
た
る
期
間
を
務
め
る
こ
と
が
出
来
大
き
な
経

験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
結
果
、
教
区
、
支
部

そ
れ
ぞ
れ
の
隊
が
充
実
し
、
地
域
の
つ
な
が
り

も
深
く
な
っ
た
。
特
に
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
の
つ
な
が
り
は
基
よ
り
社
会
福

祉
協
議
会
の
方
々
と
の
結
束
は
固
い
も
の
と
な

っ
た
。

フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
で
教
区
災
救
隊
の
活

動
を
紹
介
し
て
い
る
。
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続
し
て
会
議
を
行
い
、
第
２
回
目
は
９
月

日
、
洞
爺
湖

30

町
環
境
課
と
の
話
し
合
い
後
、
支
部
と
し
て
の
在
り
方
を

確
認
し
た
。
有
事
、
初
動
体
制
、
町
や
教
区
隊
と
の
連
絡

な
ど
を
相
談
し
、
意
識
付
け
と
し
て
毎
月
会
議
を
行
い
、

町
や
教
区
災
救
隊
に
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
３
回
目
は

月

日
、
今
後
の
町
と
の
協
議
日
を
調

10

30

整
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
ら
っ
て
、
噴
火
予
兆
時
な

ど
避
難
所
開
設
協
力
や
物
資
輸
送
な
ど
の
協
力
体
制
な
ど

を
伝
え
る
。
ま
た
、
町
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
支
部
と
し

て
の
動
き
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
。
ま
た
、
有
事

に
支
部
活
動
拠
点
を
ど
う
す
る
か
、
様
々
な
問
題
点
を
確

認
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
災
害
対
策
委
員
会
の
協
議
事
項
を
町

へ
伝
え
、
協
議
を
重
ね
て
有
事
に
備
え
る
こ
と
を
確
認
し

合
っ
た
。

本輪西分教会にて災害対策会議。

周囲を確認して伐採作業。

空
知
支
部
活
動
報
告

空
知
支
部
ひ
の
き
し
ん
部
で
は
９
月

日
、

日
と
支
部

17

18

内
教
会
の
高
枝
払
い
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
出
来

る
だ
け
少
人
数
を
心
が
け
、
高
所
作
業
車
を
レ
ン
タ
ル
し
て

安
全
対
策
を
講
じ
て
作
業
に
あ
た
っ
た
。

免許保有者が操作して作業を。


